
 

 

 

 

 

 

学習を中心にした 1 日の生活リズムできていますか 

入学して２ヶ月が過ぎようとしています。学習を中心にした生活リズムができていますか。遊びが仕

事だった幼稚園保育園時代、友だちとの関わりを学んだ小学校時代、そして、受検を控えた中学校時代

はやはり勉強中心の生活だと思います。同時にスポーツや趣味にも取り組み、自分の能力を伸ばして行

くことも大事なことですが、両立させねばなりません。先週の金曜日に２，３年生の中間テストがあり

ました。今週、テストの見直しで忙しくしている先輩の姿を見た人もいるかも知れません。数年前まで

１年生もこの時期にテストがありましたが、本年度は７月１日の期末テストになります。その分以前よ

りテスト範囲は広くなります。それなりに準備が必要になり、復習をします。学校全体の計画では、テ

スト２週間前までにテスト範囲のプリントが配られ、自分で立てた学習計画に沿ってテスト勉強をしま

す。また、テスト３日前から部活動がなしになります。 

ここで、あなたに質問！この予定であなたは上手く出来そうですか？６月は日が長くなりますが、部

活動もかき入れ時で盛んになります。その疲れもある中、広いテスト範囲を全部見直せますか。「私は

元気一杯で、できるし大丈夫！」であればいいのですが…。そこでおすすめをするのが、毎日の予習復

習です。慣れてしまえば毎日コツコツやる方が、結果を出すには簡単です。予習は何をどのぐらいすれ

ばいいでしょうか。教科書をちらっと見るだけでは意味が無いので、それなりに読まねばなりません。

５つから６つ授業がありますから、３０分ぐらいはかかるでしょう。復習はちゃんと覚えられていない

ところを見直して記憶に残るようにすれば、急いでも１時間ぐらいはかかるでしょう。宿題もあるので、

時間のやりくりが必要です。１日の時間を上手く利用して、無理なくがんばっていける習慣作りをして

ほしいと思います。以下に風車理論を紹介します。参考にしてください。 

風車理論 どれか１つの羽根にでも、風が当たると風車が回る。 

＊羽根は、毎日家で行う一つ一つの事柄です。 

  ・朝食をとる。 

    ・メディアコントロールをする。←やる時間など親子で約束しよう。 

  ・浴槽入浴をする。 

  ・勉強に集中する。 

  ・熟睡する。（１１時までに就寝） 

＊風が当たるとは、毎日取り組む。または、守る。ということです。 

＊風車が回るとは、生活が整うということ。学習にも好影響があるでしょう。 

＜来週の予定＞  

 

日 曜 1 2 3 4 5 6 
給
食 

清
掃 

行事等 
一般下校 
完全下校 

24 月 1 2 3 4 5 6 ○ ○  
１６：２５ 
１８：４５ 

25 火 7 8 9 １1 総 総 ○ ○ ＊「総合」の前に清掃学活 
１６：２５ 
１８：４５ 

26 水 12 13 14 15 学  ○ × 衣替え移行期間 
１５：３０ 
１７：３０ 

27 木 24 25 27 22 23 26 ○ ○  
１６：２５ 
１８：４５ 

28 金 16 17 18 19 20 21 ○ ○ 英語検定① 
１６：２５ 
１８：４５ 

29 土  

30 日  
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ま

ず 

は 

❶学習場所は集中してできる場所に固定し、学習場所の整理整頓を心がけよう。 

❷正しい姿勢で行い、字は丁寧に書くように心がけよう。 

❸休憩を入れよう。 例えば、授業と同じように５０分取り組んで、１０分休憩。 

❹2・3 年生は「3 点固定」「時間の確保」の段階から、「質と内容」を高める段階へ進む努力をしよう。 

国

語 

❶何度も教科書を音読しよう。 

❷わかりにくい言葉の意味は、辞書で調べよう。調べたらマークしたり、付箋を貼ったりしよう。 

❸漢字練習を丁寧にしよう。 

❹新聞記事をノートに貼り、感想を書いたりタイトルをつけたりしてみよう。 

❺新聞や図書館などの本を読み、長文に慣れよう。 

❻文法のあった日は、ノートを見返そう。さらに問題をやると学習効果は倍増です。 

❼漢字検定に積極的に挑戦しよう。 

社

会 

❶教科書を読み、太字の単語を書き出し、意味などと併せて覚えよう。 

❷資料や図に必ず目を通し、読み取る力をつけよう。 

❸授業で扱っている内容に関係するようなテレビ番組を見るようにしよう。 

❹新聞を読んだりニュースを見たりして、社会（世の中）の動きを知ろう。 

❺問題集を何度も繰り返し、多くの問題に取り組もう。 

数

学 

❶分からないことをそのままにしておかない。必ず、先生や分かる友だちに聞こう。 

❷答えがあっていればいいのではなく、方法や解き方を覚えよう。 

❸計算問題は必ず毎日２０分は行い、より多くの問題をこなし、速さと正確さを身につけよう。 

❹文章問題に積極的に向かい、文章問題に慣れよう。 

❺とにかく、より多くの問題をこなそう。 

❻数学の学習効果は、本気で始めてから２ヶ月はかかります。あきらめないことです。 

❼数学検定に積極的に挑戦しよう。 

❽５分でもいいので予習してくると、学習効果はかなりＵＰします。 

理

科 

❶理科の授業があった日は、授業を記録したノートに、タイトルと要約文をやり、お家の方のサインをもらお

う。 

❷教科書に太字で書いてある用語については、必ず覚えよう。意味も説明できるようにしよう。 

❸計算問題については、解き方や単位を理解し、同じ問題を繰り返し解き、パターンを理解しよう。 

❹文章問題は、実験の内容や意味を理解できるように丁寧に読んで、ポイントをおさえてから、問題を解いて

いこう。 

❺理科の授業で学習したことが生活の中でどう生かされているか考えることも大事。ニュースの中から科学に

関する話題を探してみたり、学習した内容をおうちの方と話したりして実生活との関連を探していこう。 

英

語 

❶復習として、授業で学んだページの新出単語を日本語の意味をつけて繰り返し書こう。 

❷予習として、次の授業で扱うページの新出単語の意味を調べよう。訳せなかった部分に印を付け、その部分

に注意して授業を受けるとより理解が深まります。 

❸基本文を繰り返し書こう。常に、日本語から英語、英語から日本語の両方をかけるようにしましょう。 

❹教科書の本文を練習し書けるようにしよう。日本語訳をみて英文が書けることが理想です。 

❺大切な熟語も書いて覚えよう。 

❻英語を書くときは、常に声に出して書くようにしよう。目・手・口・耳で覚えるなど、五感を使って覚える

のが効果的です。 

 


